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調査の概要 

 

（１）調査対象 

 新潟市内に所在する介護老人保健施設（34 施設）を対象にアンケート調査を行った。 

 

 ・配布数：34 票 

 ・回収数：27 票 

（回収率：79.4%） 

 

 

（２）調査実施期間 

 令和 8年 4 月 1 日～令和 8 年 5月 15 日 

 

 

 

（３） 調査方法 

 クラウドサービス「kintone」による配布・回収 
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（１）令和８年４月１日時点と令和７年４月１日時点の各居室形態の床数について 

 

 
 
 
（２）各施設の施設区分について 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

※２施設は居室類型ごとに回答あり 
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（３）令和８年４月１日時点と令和７年４月１日時点の居室形態ごとの利用床数について 

  
 

（４）入所者の平均介護度 

平均要介護度 

今回度調査（令和８年４月１日時点） 3.25 

令和７年度調査（令和７年７月１日時点） 3.17 

 

  
※２施設は居室類型ごとに回答あり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２施設は居室類型ごとに回答あり。 
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（５）令和８年４月 1 日時点の平均年齢 

平均年齢 87.11 歳 

 

（６）利用床数のうち、長期利用者数（３か月を超える者）について 

調査時点 利用床数 長期利用床数 割合 

今回度調査（令和８年４月１日時点） 2,419 1,865 77.1% 

令和７年度調査（令和７年７月１日時点） 2,548 2,029 79.6% 

 

（７）令和８年４月 1 日時点の利用床数のうち、2 年以上の利用者数について 

利用床数 長期利用床数 割合 

1,865 824 44.2% 

 

（８）（６）で答えた長期利用床数のうち、特別養護老人ホーム入所申込者数について 

調査時点 長期利用床数 特養入所申込者数 割合 

今回度調査（令和８年４月１日時点） 1,865 476 25.5% 

令和７年度調査（令和７年７月１日時点） 2,029 503 24.8% 

 

（９）（６）で答えた長期利用床数のうち、介護医療院入所申込者数について 

調査時点 長期利用床数 医療院入所申込者数 割合 

今回度調査（令和８年４月１日時点） 1,865 23 1.2% 

令和７年度調査（令和７年７月１日時点） 2,029 10 0.5% 
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（１０） 利用率が上昇した理由について 

1３件回答（１施設は居室類型ごとに回答あり） 

理由 件数 率 

受入体制を強化 4 36.4% 

入院者の減少  7  63.6% 

介護職が確保できた   
看護職が確保できた     

職員のスキルアップ     

テクノロジー導入により業務効率化を図れた  2  18.2% 

新規開設施設であった     

他施設との競合が緩和     

その他   

 

 

（１１）利用率が低下した理由について 

1６件回答（１施設は居室類型ごとに回答あり） 

理由 件数 率 

入院者の増加 4 25.0% 

他施設との競合が激化（特養以外） 4  25.0% 

特養との競合が激化 2 12.5% 

受入困難ケースの増加  3  18.8% 

介護職の不足     

看護職の不足     

その他  3  18.8% 

 

（その他理由） 

・超強化型老健を維持するために、在宅に帰ることをお願いしているため 

・越冬の利用者の方の自宅復帰 

・経年劣化大規模改修による意図的な利用者数削減 
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（１2）新規入所者の状況（令和７年４月～令和８年３月の新規入所者数）について 

平均新規入所者数 76.03 人 

 

 
※２施設は居室類型ごとに回答あり。 

 

 

（１3）新規入所者の入所前の居住について（複数回答） 
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（１４）退去者の状況（令和７年４月～令和８年３月の退所者数）について 

平均退去者数 82.56 人 

 

 

※2 施設は居室類型ごとに回答あり。 

 

（１５）退去者の退去後の居住について 

 

 

 

 

 

 

（１５）医療的ケアへの対応状況 

 

※2 施設は居室類型ごとに回答あり。 

7

13

7

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14

５０人未満

５０人以上１００人未満

１００人以上１５０人未満

１５０人以上２００人未満

２００人以上

施設数

ｎ=29 

ｎ=30 

22

26

20

1

1

1

0

1

11

0 5 10 15 20 25 30

自宅

病院

介護老人福祉施設

介護医療院

有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

認知症対応型グループホーム

ケアハウス

死亡退所

回答数

ｎ=83



法人名

担当者名

連絡先（電話番号）

メールアドレス

介護老人保健施設の基本情報について記載してください。 ※単位（床）は記載不要。

数字10桁

ユニット型個室

従来型個室

多床室

合計 0

超強化型

在宅強化型

加算型

基本型

その他

施設の利用状況について

※単位（人）は記載不要。

居室形態

ユニット型個室 利用床数 利用率 利用床数 利用率

従来型個室 #DIV/0! #DIV/0!

多床室 #DIV/0! #DIV/0!

合計 #DIV/0! #DIV/0!

※令和７年4月1日の居室形態の床数が違う場合はここに入力してください。

居室形態 床数

ユニット型個室

従来型個室

多床室

合計

平均介護度

質問（２）　令和８年４月１日時点の平均介護度を教えてください。

令和８年度「介護老人保健施設の入所状況に関する調査」

（１）介護保険事業所番号

※４月1日に同じベッドで入替があり、利用者2人について請求をしている場合でも「1」でカウントしてください。
　各居室形態ごとの入所率を調べるためのものです。

（２）事業所名

　（５）施設類型

　※あてはまるものに「○」をつけてください。

（３）日常生活圏域

質問（１）　令和８年４月１日時点と令和７年４月１日時点の各居室形態ごとの利用床数を教えてください。

令和８年４月１日時点 令和７年４月１日時点

   （４）居室形態

　※床数を記入してください。
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平均年齢

長期利用者数 #DIV/0!

2年以上の入所者数 #VALUE!

※単位（人）は記載不要。

特養入所申込者数 #DIV/0!

※単位（人）は記載不要。

介護医療院入所申込者数 #DIV/0!

受入体制を強化

入院者が減少

介護職が確保できた

看護職が確保できた

職員のスキルアップ

テクノロジー導入により業務効率化を図れた

新規開設施設であった

他施設との競合が緩和

その他

理由

入院者の増加

他施設との競合が激化（特養以外）

特養との競合が激化

受入困難ケースの増加

介護職の不足

看護職の不足

その他

要因

質問（９）　質問（８）で「その他」に「〇」を記入した事業所に質問です。
　　　　　　　「その他」の理由について、下記の欄に記入してください。

※平均年齢は、四捨五入して小数第２位までご記入ください。

質問（４）　質問（１）で答えた入所者数のうち、長期利用者数（３か月を超える者）を教えてください。

質問（６）　質問（４）で答えた入所者のうち、特養入所申込者数を教えてください。

質問（７）　質問（４）で答えた入所者のうち、介護医療院入所申込者数を教えてください。

質問（８）　質問（１）の結果で、令和8年4月1日時点と令和7年4月1日時点を比較し、合計の利用率が上昇した事業所に質問です。
　　　　　　利用率が上昇した理由として、もっともあてはまるものに「〇」を記入してください。

質問（５）　質問（１）で答えた入所者数のうち、2年以上の入所者数を教えてください。

質問（１０）　質問（１）の結果で、令和8年4月1日時点と令和7年4月1日時点を比較し、合計の利用率が低下した事業所に質問です。
　　　　　　　利用率が低下した理由で、もっともあてはまるものに「〇」を記入してください。

質問（１１）　質問（１０）で「その他」に「〇」を記入した事業所に質問です。
　　　　　　　「その他」の理由について、下記の欄に記入してください。

質問（３）　令和８年４月１日時点の平均年齢を教えてください。
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新規入所者の状況

質問（１２）　令和７年４月～令和８年３月の新規入所者数について、入力してください。

新規入所者数

質問（１３）　新規入所者の入所前の居住として、多いものに「〇」を記入してください。（複数回答可能。最大３つまで）

自宅

病院

介護老人福祉施設

介護医療院

有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

サービス付き高齢者向け住宅

ケアハウス

退所者の状況

質問（１４）　令和７年４月～令和８年３月の退所者数について、入力してください。

退所者数

自宅

病院

介護老人福祉施設

介護医療院

有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

認知症対応型グループホーム

ケアハウス

死亡退所

質問（１５）　退去者の退去後の居住として、多いものに「○」を記入してください。（複数回答可能。最大３つまで）

ありがとうございました。設問は以上です。
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